平成30年度　第３回いわき市社会福祉審議会児童福祉専門分科会
（子ども・子育て会議）議事録
１　開催日時
平成30年8月24日（金）　午後３時30分から午後５時00分
２　開催場所
市文化センター４階　大会議室
３　出席者
⑴　児童福祉専門分科会委員（15名のうち12名出席）　※五十音順
猪狩利江委員、伊藤順朗委員、今泉瞳委員、鎌田真理子委員、草野祐香利委員、櫛田祐子委員、強口暢子委員（会長）、菅波香織委員、鈴木潤委員、新妻英昭委員、平澤妙子委員、宮内隆光委員
⑵　事務局（12名）
こどもみらい部：高萩部長、山田次長兼総合調整担当
こどもみらい課：藁谷課長、草野主幹兼課長補佐、草野企画係長、
川嶋主査、渡邉事務主任
こども支援課：小島課長、中村主幹兼課長補佐
こども家庭課：武山課長兼子育てサポートセンター所長、松川主幹兼課長補佐
小名浜地区保健福祉センター：原田子育てコンシェルジュ
４　報告事項
⑴　いわきネウボラの経過報告について（資料１）
⑵　情報発信事業について（資料２）
５　その他
　　⑴　乳幼児健診未受診者等の緊急把握の実施について（資料３）
６　会議の形式等について
⑴　会議の成立
事務局より、委員15名中12名が出席しており、いわき市社会福祉審議会条例第５

条第３項の規定による半数以上の出席があり、会議が成立していることを報告した。

⑵　会議開催形式
本日の会議の形式について、公開することにより、率直な意見の交換や意思決定の中立性が不当に損なわれる可能性があることから非公開とすることで実施した。

議事録の作成については、議事に直接関係する発言又は説明内容のみを記録し、

委員名を記録しない「要点筆記方式」で作成することとした。

⑶　議事署名人
会長の指名により、菅波香織委員と鈴木潤委員の２名を選出した。
７　発言内容
報告事項
⑴　いわきネウボラの経過報告について【資料１】
	発言者
	発言内容

	会長
事務局
A委員
事務局
(藁谷課長)
　事務局
（原田子育て
コンシェルジュ）
会長
事務局
(武山課長)
B委員
C委員
D委員
事務局

会長

	報告事項のいわきネウボラの経過報告について、事務局からの説明を求める。
資料１に基づき説明（こどもみらい課　渡邉事務主任）
　　　　　　　　　　　（小名浜地区保健センター　原田子育てコンシェルジュ）
各コンシェルジュの相談件数については、地域の子どもの人口割合を踏まえて、どのくらいの相談があるのか、また、地区によってバラつきが生じているかも分析したほうが良い。
また、今後の相談件数の見込みや相談内容について、例えば、対応に困ったケース等があれば教えて欲しい。

各コンシェルジュの相談件数については、延件数で算出しており、対象者が重複する可能性があることから、子どもの人口に対する地域別の相談者数の割合を把握することは難しい。
母子保健コンシェルジュについて、妊娠届を提出する場面などで、全員と面接を行っているため、市全体で年間約2,500人が出生していることを踏まえると、ほぼ全ての人が相談の対象に含まれていると言える。

例えば、母親の心理的な面や子どもの発達の面などで対応が必要な場合には、保健師や児童担当ケースワーカーに繋ぎ、生活困窮と思わる場合には生活保護のケースワーカー等と連携を取って繋ぐなど、地区保健福祉センター内で情報共有・連携を図りながら、継続的な支援を行っている。
子育てコンシェルジュとしては、平成27年度の10月からスタートしているが、相談者の中には継続的に支援している方もいる。
今回ネウボラの実施状況について、年間通しての報告がされたが、１年間に子どもが生まれる数は2,500人として、対象は年齢５歳までなので、それに５をかけると12,500人、そのうちの相談割合など、具体的なことが分かれば、例示してほしい。
割合について、毎年度各４月１日現在で５歳年齢別の現住人口のデータを定期的に出しており、29年４月１日現在、０～４歳の合計で12,124人となっている。

各地区保健福祉センター毎の割合について、一番割合が高いのが小名浜地区で29.4％となり、続いて平地区が26.2％、勿来・田人地区が14.6％、内郷・好間・三和地区が12.5％、常磐・遠野地区が11.4％、四倉・久ノ浜大久地区が4.2％、小川・川前地区が1.7％となっている。

このため、平地区と小名浜地区が同じ割合、勿来・田人地区と内郷・好間・三和地区が同じ割合となっている。
相談件数＝相談人数ではないため、相談人数もわかるとより実態が把握できるのではないか。
子育てコンシェルジュは10月1日から幼稚園の申込等に係る相談等で大変忙しくなると思うが、現状では相談対応で手一杯となり施設を回ることが難しいという話を聞いた。

今の体制が適正か、相談件数ではなくて相談人数がわかるとより把握できると思う。
いわき市の家庭相談員や子育てコンシェルジュの方は本当によくやっている。
家庭相談員も子育てコンシェルジュも実力をつけていると思うが、スーパーバイザーがいる体制がないと、一人で抱え込みをしてしまう可能性がある。
現に家庭相談員は抱え込みをしていて、引きこもりの人達（40代～50代）のケースを抱え込んでいる。
このため、例えば、千葉県の松戸市などで社会福祉士を配置しているように、ソーシャルワークの専門職をスーパーバイザーとして配置しなければ、ただ繋ぐだけで終わってしまうのではないか。
また、ワンストップ窓口には、現状の課題解決と新しいニーズに対する社会資源を作っていくことも求められている。
特にいわき市は対応困難なケースが多いと聞くが、社会資源が少ないため、力のあるソーシャルワーカーやスーパーバイザーを出来る人を配置して、繋ぐだけではなく資源を作り、地域のコミュニティ支援も出来る形へ、他の分野とも一体となって動いていく視点を持って運営してほしい。
幼稚園や保育所側からみると、園での対応が難しい場合には、まずコンシェルジュに繋ぎ、そこから児童相談所や教育委員会、地区保健福祉センターに繋がっていくと思うが、そのような理解でこれからも進めていいのか確認をしたい。
D委員の認識どおりであり、これからも連携体制の推進にご協力いただきたい。
C委員の話について、各地区保健福祉センターに各コンシェルジュや生活保護や福祉介護などそれぞれのケースワーカーが配置され、ケースワーカーがスーパーバイザーとしての役割を果たしながら連動していく体制が理想だと思う。
コンシェルジュに任せるのではなく、その地区の保健福祉センター全体的としてどう対応していくかという視点を持てば、C委員が心配されていることもカバーしていけるのではないか。
D委員の話について、切れ目のない支援体制として、各コンシェルジュを配置していることから、D委員の理解で今後も連携をすすめてほしい。
事務局に対しては、ネウボラの情報提供も必要だが、経過報告だけではなく、次回から分析なども含めて、ケースがどんな悩みを抱えているか把握し報告してほしい。
⇒「協議事項１」終了


　　
⑵　情報発信事業について【資料２】
	発言者
	発言内容

	会長
　　
事務局
E委員
　　
事務局
（渡邉事務主任）
会長
事務局
（渡邉事務主任）
A委員
事務局
（渡邉事務主任）
F委員
会長

	報告事項（２）の情報発信事業について、事務局から説明を求める。
　
資料２に基づき説明（こどもみらい課渡邉事務主任）
アプリをダウンロードして使用した感想として、例えば、予防接種について、子どもの年齢に応じた予防案内等が来るなど、様々な機能があり、使いやすいと思った。
ただ、アプリが既存のアプリ「母子モ（母子手帳アプリ）」をベースにしているため、仕方ないかもしれないが、名称が「母子手帳アプリ」や「母子モ」となると子育ては母親だけを連想させるイメージとなり、違和感がある。
今時は「親子手帳」などと広く使われているため、あまり「母子」を強調しないほうが良い。
また、公園の検索機能があり、子育て世代からするとありがたいが、遊具が使用できない公園もあり、がっかりすることが多いため、改善をお願いしたい。
また、遊具については使用年齢区分があるため、この点もアプリで連動して確認できるようになると更に便利になると思う。
遊具の対象年齢情報の掲載について、公園を所管している公園緑地課などと協議して検討したい。

また、子育て支援団体などの民間団体には、公園の遊具等の情報について、精通している方もいることから、民間団体の方とも連携しながら利用者が求める情報を充実させていきたいと考えている。
アプリの名称について、「母子手帳」から「親子手帳」へ変更は可能か。
　　
「いわきおやcocoアプリ」は既存の「母子手帳アプリ」をベースにしているため名称変更は難しいが、ＰＲする際には「いわきおやcocoアプリ」としてPRしながら、お母さんだけではなくお父さんにも利用していただくよう周知を図りたい。
母子手帳アプリが出来たのだから、既にお子さんが生まれている世帯に対しても周知していくべきだと思う。
既にお子さんが生まれている世帯に対しては、例えば、乳幼児健診の会場などで保健師と連携しながら配布し周知を図りたいと考えている。
事務局からの説明を聞き、未就学児までは様々なサポートがあると感じた。

ここで繋がると小学校入学以降も繋がる体制ができるのかもしれないが、実際に現場で小学生を持つ家庭と接していると小学生に入ってから支援が必要になるケースもあり、その際にどこに相談していいかわからないという話をよく聞く。

小学生がいる世帯でも相談できる窓口を、学校からの繋がりで紹介してもらうなどすれば、小学校入学以降も十分なサポート体制が出来上がると思う。
就学前までは色々な関わりがあるが、小学校に入った途端に情報が少なくなるという話をよく聞く。
小学校に入ってからの課題などについて、今後、分科会で議論することができるよう、新たな情報などあれば分科会で提起してほしい。
⇒「報告事項２」終了


〇その他
⑴　乳幼児健診未受診者等の緊急把握の実施について【資料３】
	発言者
	発言内容

	会長
事務局
(武山課長)
会長

	その他で乳幼児健診未受診者等の緊急把握の実施について、事務局から説明を求める。
　資料３に基づき説明（こども家庭課長）
 その他皆さんから御意見あれば伺いたい。
（質問等なし）

⇒「その他１」終了
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